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棒沈めの問題・異なる高さ 

 

 図のように，直方体の形をした水そうに水が入っています。この水そうに，直方体の形をした３本のおも

りを順に水そうの底までまっすぐに沈めていきます。おもりは３本とも底面積は等しいのですが，高さは１

本目より２本目，２本目より３本目の方がそれぞれ１㎝高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １本目のおもりを沈めると水面は０.５２５㎝高くなりました。２本目のおもりを沈めると水面は
７

１２

㎝高くなり，１本目のおもりは水面より下になりました。３本目のおもりを沈めると水面は
２

３
㎝高くなり，

２本目のおもりは水面より下になりましたが，３本目のおもりは水面より上に出ていました。 

 

（１）１本目のおもりの高さは何㎝ですか。 

 

（２）水そうの底面積はおもり１本の底面積の何倍ですか。 

 

 

  

最難関問題 
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棒沈めの問題・異なる高さ（１）７㎝ （２）１３倍 

 

（１）おもりを沈めていくと，順に図１～３のようになります。 

 

図１              図２             図３ 

 

 

 

 

 

 

 

図１～３の影をつけた部分の底面積は，全て（水そうの底面積－おもり１本の底面積）ですから，等

しくなります。また，図１と図２の影をつけた部分の体積の差は１本目のおもりの体積にあたり，図２

と図３の影をつけた部分の体積の差は２本目のおもりの体積にあたります。よって，（１本目のおもり

の体積）：（２本目のおもりの体積）＝
７

１２
：

２

３
＝７：８となります。おもりの底面積はすべて等しいの

で，体積の比はそのまま高さの比となりますから，７：８の比の差の１が高さの差の１㎝にあたります。

よって，１本目のおもりの高さは７㎝です。 

 

  

最難関問題 
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（２）１本目のおもりを沈めたときについて図４で考えます。図４においてあみ目部分の体積は等しいので，

１本目のおもりの最初の水面の高さまでの体積と，１本目のおもり全体の体積の比は，０.５２５：
７

１２

＝６３：７０となります。（１）と同様に体積の比はそのまま高さの比となりますから，比の７０が７

㎝，比の６３は６.３㎝となります。よって，最初の水面の高さは６.３㎝です。 

 

図４              図５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１本目のおもりを沈めた後の高さは６.３＋０.５２５＝６.８２５ですから， 

６.３：６.８２５＝１２：１３より，図５のように 

（水そうの底面積）：（水そうの底面積－おもり１本の底面積）＝１３：１２となります。おもり１本の

底面積は比の１３－１２＝１にあたりますから，水そうの底面積はおもり１本の底面積の１３倍です。 

 

 

最難関問題 
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